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１．研究テーマ（地域プロジェクト）の創成について［企業探索と研究体制づくり］

２．研究テーマ形成とテーマ大型化の事例

３．技術移転・製品化の問題と対策（ロングラン開発のＰＪマネジメント）

４．ツールによる分析（目標と活動の見える化、開発対象の見える化）
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「地域プロジェクトの創出と広域連携」に関する事務局の依頼

ロードマップ

事業化

地域

アライアンス

サプライチェーン

研究 事業化

研究テーマ

企業集積 研究フォーメーション

ＰＪマネジメント

出口戦略

市場形成

販路形成

ライセンス

協業化推進広域
ＷＷ

ビジネスモデル

想定製品
想定サービス
想定市場

見える化（分析）

依頼の「キーワード」

製品化支援力の蓄積

技術移転
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１．研究プロジェクト（地域プロジェクト）の形成について

テーマ形成
シーズ発掘

研究フォーメー
ション

出口戦略

企業
選定

ロード
マップ

ビジネス
モデル

研究から製品化の
一気通貫の実行計画

・研究者発掘
・テーマ形成 （大型化）
・大型研究資金

地域産業集積利用

引き取り型(技術移転類型）の想定

クローズド開発：１：１、ｎ：１
オープン開発：１：ｎ、ｎ：ｎ

サプライチェーンへ（ＳＣ）の特徴
広域目線

・想定製品と使い勝手
・想定サービス(分析、検査等）
・想定市場の特徴

・ＳＣでの企業の立ち位置
・企業の保有技術・開発力
・企業の事業方向

製品化シナリオ

研究者：ＰＪマネジメント
コーディネータ：研究支援

ロングラン開発

大学の役割の明示
企業の役割の明示

税金サイクル
日本特有

［企業探索と研究体制づくり］
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サプライチェーンとは・・・製品連鎖・・・選び選ばれる関係

部
品

材
料

コ
ン
ポ

機 器 システム サービス

インテリジェント・ハード（例：車）

ソリューション・ソフト（例：コンビニ弁当）

グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ポ
ジ
シ
ョ
ン

顧
客
密
接

ポ
ジ
シ
ョ
ン元

気
度
・成
長
性

製品階層

キーパーツや
開発エンジンの供給が始まっている

顧客の立場にあう商材を
流通が協創するようになった！

客への距離
提案力

■元気組み企業は、概ね、スマイルカーブの両端に位置する。
■元気度が、階層化した製品機能、ものづくりのプロセス機能で連鎖している。

→選ばれるには、「独自性」「顧客への提案力」「開発と生産の対応力」・・・が必要

参考文献：田中 陽著 セブンイレブンの終わりなき革新

サプライチェーン川上 川下

◆モノづくり産業を俯瞰する・・・１社だけで製品は作れない！
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暮らし・消費

流通・サービス

素材

情報システム

生産システム

装置

機器

コンポ

部品

自
動
車

家
電

医
薬
品

建
設

食
品

衣
料

ア
メ
ニ
テ
ィ

消
費
財

最
終
製
品

生
産
財

産
業
機
器

シ
ス
テ
ム

ソ
フ
ト

装
置

機
器

コ
ン
ポ

部
品

材
料

輸出

垂
直
の
製
品
連
鎖

輸入

横串の製品連鎖

横串の製品連鎖

横串の製品連鎖

■消費財（タテ）と生産財（ヨコ）の連鎖・・・客に近い流通のマーケティング力
■流通・消費財の伸び・今後の変化・・・客からの距離が遠い輸出型消費財

数／額

産業構造を俯瞰する・・・縦横のサプライチェーンが存在
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企業開発・産学官連携開発と「サプライチェーン」

部品

材料

モジュール

装置

システム

技術 製品

Material
材料の特性

Method
方法の特性

Machine

製法の特性

企業内の技術開発

企業内開発
源流企業からキーパーツ調達

ソリューション
の気づき

製品群の想定

ニーズ シーズＮ→Ｆ

変換

Ｆ→Ｓ

変換Ａ Ｂ Ｃ Ｄ a  b  c  d 

I  

J 

K

L 

M

i

J

k

l

m

Need-Function-Seed 展開（Ｓ－Ｎ変換）

Ｎ→Ｆ

変換Ａ Ｂ Ｃ Ｄ a  b  c  d 

I  

J 

K

L 

M

i

J

k

l

m

機
能
定
義

特
性
定
義

機能展開
機能選択

Ｓ→Ｆ変換
シーズの汎用性

医工連携における
臨床医の見方

通常の研究者
の見方

市場 研究

企業の製品開発

産学連携により、大学等からシーズを調達

理想は、３Ｍの調和

Material>Method>Machineの順に特性向上

◆産学連携も、企業内研究も、サプラチェーンが関与している
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多技術製品の産学連携プロジェクトにおける「開発体制と技術移転」

ニーズ Ｎ→Ｆ

変換

Ｆ→Ｓ

変換Ａ Ｂ Ｃ Ｄ a  b  c  d 

I  

J 

K

L 

M

i

J

k

l

m

川下企業のモノづくりにおけるＮＦＳ

Ｎ→Ｆ

変換Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

I  

J 

K

L 

M

i

J

k

l

m

機
能
定
義

特
性
定
義

機能展開
機能選択

市場 開発

部品

モジュール

装置

製品設計

企業力

Ｓ→Ｆ
変換

特
性
定
義

装置

製品設計
ノウハウ
ＱＣＤＥＦＩ

Ａ社

企業力

Ｓ→Ｆ
変換

特
性
定
義

部品

製品設計
ノウハウ
ＱＣＤＥＦＩ

Ｃ社

企業力

Ｓ→Ｆ
変換

特
性
定
義

モジュール

製品設計
ノウハウ
ＱＣＤＥＦＩ

Ｂ社

品質力:Q

コスト力:C

供給力:D

技術力:E

製造弾力性:F

インフラ力:I

企
業
力
を
「
引
き
取
り
力
」
に
変
え
る

群特許の実施許諾

評価力、設計支援力、人材育成の提供が大学のイニシアティブ

企業育成成果の蓄積

機能の効果で

強い特許許

◆開発編成は技術移転の鍵・・・川上にとって、川下は販路
◆コンソシアム型研究から「協業するサプライチェーン」が生まれる
◆技術移転対象は、特許だけではない。企業の設計力・製造力が重要

Win-Win Strategy
・オープンライセンス
・プロフィットシェア

コンソーシアム／サプライチェーン

ＰＪマネジメント
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産学連携の体制とシーズの引き取り型

産学共同体制
大学：企業

開発の特徴 企業の特徴 引き取りの特徴 メリット デメリット

１：１ シーズ活用
または
小規模

川下
製販企業

川下製販企業１社 クローズド １社頼み
ｎ：１ （＊）

１：ｎ 大規模
システム

川上＋川下
コンソーシアム

川下製販企業
川上-川下連携

オープン
協業可能

権利輻輳
権利調整ｎ：ｎ

＊：大学間連携または講座間連携

オープン開発の光と影
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研究の特徴 基礎・臨床の融合研究
～ＭＲＩとカニクイザル（モデル）をコアとして～

研究の特徴

ＭＲＩをコアとする研究と将来課題（計測等）を述べ、
研究の次世代化と製品化のための研究パートナー探しの例

重点研究

●「基礎と臨床の融合」によるプロジェクト研究
●大型・独創の研究の実施

サルを用いた疾患モデルによる治療法開発
神経難病
MR利用分子イメージング
MR利用低侵襲手術システム開発
生活習慣病
総合がん医療等

●基礎研究としての「MRI」や「MHCホモ・カニクイザル」がコア技術になっている。

研究紹介

２．研究テーマ形成とテーマ大型化の事例 ［滋賀医科大学］



地域イノベーション創出支援プログラムの創生

「硬い」大型手術システム

柔く、安全 汎用ＭＲに対応

表示だけを注視

患者さんを確認しながら

生体を透視しながら

患者に覆いかぶさる

小創から腔に沿って入る、患者に優しい手術

被
曝
が
な
い
Ｍ
Ｒ

狭
い
手
術
空
間

軟
性
の
手
術
シ
ス
テ
ム

コンセプト：汎用ＭＲに対応できる「軟性手術システム」の確立を目指して

研
究
の
翻
訳
・絵
描
き
に
注
力
！
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ＭＲＩ

臨 床 臨床看護学

睡眠学
精神医学

外科学

MR下生体透視手術システム

尿失禁防止技術

金ナノ粒子利用光温熱療法

睡眠環境制御

生活習慣病モニター

快眠ベッド

①調光・調色できる半導体白色光源
②軟性導体を駆動するアクチュエータ
③軟性導体用の画像ナビゲーション

④がん特異抗体を修飾した金ナノ粒子試薬
MR利用３D温度計測

３Ｄ構造解析、筋骨格ＣＡＥ、⑤筋力・力覚センサ

⑦検査・診断データを再活用する解析
遠隔診断の高度化（健康／疾病の関係付け）

３Ｄ構造解析

分析関連計測評価プラットフォーム構築

ＥＳＰ法を用いた人工透析液の細菌管理

分子間相互作用の高精度・微量分析

⑧計測の普及のための装置実現
微量分析(100μＬ）・マルチチャネル・小型

基 礎

分析・計測

基礎と臨床の融合を推進し、新たな研究プラットフォームを構築

公衆衛生

産業連携ネットワーク構築セミナー(医療系）の概要

基礎と臨床の融合研究

分子生理化学

ニーズに基づく研究

◆研究に新規・汎用シーズ(①～⑧)を
追加し、研究を次世代化

シーズを生かす研究

⑥睡眠評価用センサ

ＭＲＩ関連の計測プラットフォーム構築
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MR下生体透視手術システムのシーズ探索例

③軟性導体用の画像ナビゲーション

①調色・調光できる「半導体白色光源」

②軟性導体を駆動するアクチュエータ

●調色・調光できる白色半導体光源
→ＲＧＢを混合し、調色・調光

●生体を光センシング

内視鏡は、術者の目と手、生体情報のハイウェイ
光源

照射

色見え

撮像

診断

表示

操作

操作

●細径化する内視鏡 →侵入は柔らかく
●細径アクチュエータ
●将来は、術具が動作

●ＭＲ（３Ｄ）と内視画像（２Ｄ）を合成
●位置センサを用い、位置と姿勢の表示・制御は完成
●細径・柔軟化する導体の位置と姿勢の制御のため、
導体の到達性能の表示・予測を行う

ナビゲーション

調色・調光

柔軟動作

柔軟動作を予測制御12

目

手

目と手をつなぐ情報



開発が中断したテーマを復活させる企業探索例

光で、がんを診断、細胞レベルで治療する（金ナノ粒子利用光温熱療法）

④がん特異抗体を修飾した金ナノ粒子試薬
合成の開発パートナー

７テスラのＭＲを用いた
温度画像
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ＭＲ構造解析-CAE-センサを技術融合する尿失禁防止技術

Ｉｎｐｕｔ Ｏｕｔｐｕｔ

下着の締付 膀胱頸部高さ

標準体形 下着設計

プラスの因子

マイナスの因子

妊娠・分娩による損傷
筋力低下
肥満・生活習慣

下着着用
体操

下着の装着力
圧力・方向・部位

姿勢の変化
膀胱頸部高さ

力の伝達

体型誤差、装着誤差

生活要因
ブラックボックス

着用時間

膀胱頸部拳上
骨盤内臓器拳上
骨盤底筋群強化
姿勢の変化

適正・連続活用

体型誤差、装着誤差
生活習慣など

運動回数

標準体形、標準装着

適正利用
継続利用

下着機能の検証 運動の検証

使用前 ６週間使用後

運動の種類

⑤低侵襲な筋力センサ⑤柔軟な力覚センサ

⑤筋骨格ＣＡＥ

今後に必要な技術 今後に必要な技術

近隣大学理工系と大学間連携した事例

ＣＡＥによる要因効果解析

ＭＲ構造解析による結果の解析
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フロンタル解析による高精度 分子間相互作用測定

自動化した微量フロンタル解析装置

自動化が難しい「平衡透析法」に代わる、微量分析時代のゴールドスタンダード「フロンタル解析」

μフロンタルゲルカラム送液部と検出部 サンプル導入部 分析カラム部

解析応用例

●タンパク質–薬物相互作用
●タンパク質–タンパク質相互作用
●血清タンパク質結合機能診断
●薬剤候補低分子のスクリーニング
●リード化合物の最適化
●構造–機能相関解析

特長

●微量分析（ 30-100 μＬ）
●測定値の精度・信頼性
●多重結合系や弱い結合解析
●計測自動化

タンパク質と低分子の
結合解析に注力

フロンタル法

分析微量化
企業により製品化された

微量分析用「μリアクタ・ μカラム」

微量で安定な自動化
に注力

技術指導が生んだ「バイオ分析器具の製品群」
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16

ESP法で測定した透析液のエンドトキシン濃度

比濁法では、１ＥＵ／Ｌ以下の低濃度が測れなかった。

１ＥＵ以下の管理が可能に

広範な応用展開を示すロードマップ

⑧専門用装置・普及用装置の開発
パートナーを募集 リムルス試薬

ＥＳＰ法への最適化

必要
技術

ＥＳＰ法（レーザ後方散乱測光）を用いた人工透析液の細菌管理を高度化

ロードマップ（応用展開）の明示が共同開発を促進



講座の枠を超えた健康研究づくりの事例（進行形）

センサ類のシステム利用
・センサのシステム利用とWearable化
・日内変動計測（波形解析）

検査・診断データを再活用する解析
・遠隔診断の高度化
・健康／疾病の関係の基礎的研究

安眠等による治療促進

センサ・プラットフォームの構築と多目的・同時解析

健康増進メニュウ

健康定義・個体差追求
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３．技術移転・製品化の問題と対策（ロングラン開発のＪマネジメント））

成果のマネジメント
群特許を形成
大学発ベンチャーを強化
協業化を推進

参考：技術移転したマイクロ波デバイス

ライセンス
推進

18

共同出願の
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開発コンセプトを明確にする

医師のニーズをもとにして、
シリーズ開発し、応用を拡張

ＭＲ画像を阻害しないエネルギ・デバイス

第３のエネルギ・デバイス

止血可能な「マイクロ波デバイス」の技術移転例
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技術移転を円滑化する「 WIN-WINの仕組みづくり」（事例）

川上有力企業と協業協定

大学発ベンチャーを利用して、川下企業へライセンス、川上企業を協業化

ライセンス・パッケージ
充実

大学の群特許
仕様形成力

ライセンス
川下・川上の協業

協業により、群特許への抵触を解消
川下へサプライチェーンを丸ごと提供

臨床ニーズ ビジネスモデル
群特許の品揃え
企業の設計・生産力

ビジネスモデル
大学の群特許
企業の設計・生産力

研究成果のライセンス・パッケージへの翻訳

医療機器に精通する交渉人の招聘

オープンライセンスとプロフィットシェアの協業戦略

大学のイニシアティブ
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シーズの製品化貢献度の見える化（トリアージ）

コンソーシアム開発の理想像

●相互に選び合う関係ができる
●研究編成がサプライチェーン（販路）になる
●オープンライセンスにより、協業が可能

モ
ジ
ュ
ー
ル

加
工

素
材

機
能
部
品

機
器

シ
ス
テ
ム

テーマ１

テーマ２

Ａ社

テーマ３

Ｂ社

Ｃ社

Ｄ社

Ｈ社
ライセンシー

Ｆ社
ライセンシー

Ｅ社

技術高度化

提案力
生産弾力度
設計力
製造力

モノづくり階層
（サプライチェーン）

選ばれる力

シーズの製品化への貢献度評価の例

Ｆ社
ライセンシー

Ｇ社

企業間の相互認識が
WIN-WINの源泉シーズの貢献度

企業の立ち位置

21

実用化の鍵



多段・ロングラン開発のＰＪマネジメント・・・技術移転から見るマネジメント

契約‐知財
一体マネジメント

共同研究契約

研究マネジメント・支援

企業と大学のギャップが小さい共同研究契約
共同研究契約と共同出願契約の連動

技術移転

テーマ・企業
マッチング

発明・出願

試作・検証

多段開発には、一貫したロードマップが必要

２０年間維持

塩漬け防止

製品化支援
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医
療
ニ
ー
ズ
顕
在
化

シ
ー
ズ
（パ
ー
ト
ナ
）探
索

発
明
の
発
生

共同研究

発
明
の
発
生

発
明
の
発
掘

発
明
届
・評
価

機
関
帰
属
判
断

出
願

公
開

審
査

Ｐ
Ｃ
Ｔ
出
願

可
否
要
否

補
正

登
録

特許ネットワーク（強化）

先
行
技
術
調
査

実
施
料

支出／予算

収入（見込）

秘
密
保
持
契
約

共
同
研
究
契
約

共
同
出
願
契
約

ラ
イ
セ
ン
ス

契
約

移
転
交
渉

情
報
開
示

成
果
確
認

デ
ー
タ
確
保

契約の励行
長期の責任

合
意
が
原
則

特
許
法
が
原
則

権利、費用持ち分の公正

技術移転

特許権の供与
技術の供与
ノウハウの供与

範囲
データ、図面
供与形態

供与への備え

更
新
・更
改

更
新
・更
改

有効性は新規に従う→

データベースの持ち方と動き方マニュアル（特許管理システム）

共願
単願

秘
密
保
持
契
約

実
施
保
証

社会還元方向の共有

セットで見直し！ ・創薬・機器・システムに汎用
・特許持合いの安全保障

ライセンスから見る
契約・知財マネジメント

ライセンスから見る「契約・知財の一体マネジメント」の仕組み（例）
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コンソシアム型開発における戦略型ＰＪマネジメント（産業ｐｕｌｌ視点）

研究が産業に引き取られる「pull型のマネジメント」と「大学・ベンチャーの継続支援」が必要

研究創生

研
究
フ
ェ
ー
ズ

初期研究
共同研究
１段

共同研究
２段

共同研究
３段

製品化

契約・知財一体の研究支援マネジメント

トレンド調査分析
臨床ニーズ把握

研究ビジョン策定支援
研究力分析

研究の大型化企画
共同研究先探索

研究資金調達 研究資金調達

機密保持契約 共同研究契約 共同出願契約 ライセンス契約

ライセンス先探索 大学発ベンチャーからの支援

販路開拓

ビジネスモデル提供

協業化促進

技術指導

設計評価

薬事指導

製品仕様指導

ライセンス対応マネジメント

研究ＰＪ企画
対外調整 共同研究のための対外調整

シーズ・企業探索

共同研究のため強い企業探索

基本特許出願

研究資金調達 研究資金調達

研究ロードマップ（多段研究・出口戦略）

群特許の構築

プロジェクト・マネジメント支援
トレーニングセンター

ロングラン開発
を想定！

技術移転

研究プラットフォーム構築・評価力の開放（製品化の継続支援）

成果のマネジメント（データ・計測評価技術蓄積・論文）

技
術
移
転
・
製
品
化
か
ら
見
る
研
究
支
援
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京都における地域プロジェクト創生の動き（例）

グローバルなトレンド、シーズ高度化
社会の変化・変革の予測をもとに、

●加工・部品を軸とする産業クラスターの新規応用への展開
●試作から新たな機能部品クラスターへ
●産業用から民需へ、民需から産業用へ、事業機会拡大
●サービスのバリュウチェーン展開へ

産業
構造

企業研究者、大学教員、産学公金連携による
未来技術企画舞台→新成長ものづくり開発へ

未来技術
テーマ

未来技術交流会

京都の産業集積を土台に新成長戦略

①産業用
②日用品
③自動車
④光照明
⑤バイオ
⑥医療
⑦食品

京
都
の
産
業
集
積 未来志向で

産業集積の進化を考える

●気象、海洋、地震
の防災と産業インパクト
例：治水、防災設備の開発
平常時価値の向上

●耐震・免震建材
●スマートハウス
グリーン・イノベーション
ライフ・イノベーション
融合の視点

●遠隔診断
健康医学の推進

●低薬事障壁の医療機器開発

●スマート・グリッド
（エネルギーの地産地消）

●産業用省エネ機器
センサ＆制御
強い生産体質づくり

●野菜工場支援システム
センサ、制御、滅菌
成長促進制御

●ＳｉＣ利用電力制御
ＳｉＣ利用ＥＶ駆動制御

など。

材料 加工 装置 システム機能部品

例

企業と研究者が、「ワイガヤで未来を語る」

分析
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４．ツールによる分析（目標と活動の見える化、開発対象の見える化）

・発明の予測・誘発

・要素間の繋がりを見える化

・研究のテーマの全体俯瞰

・不足技術の発見

・データの持ち方

・企業調査の見える化 記録の一望一覧

システムの機能展開

Ｓ－Ｎ変換
（Ｎ－Ｆ－Ｓ展開）

・ニーズ、使い勝手の仮説

・シーズの汎用化（企業のコアづくり）

26

ＳＷＯＴの意思入れ
戦略化

・地域・自社の強み・弱み、環境分析（ＳＷＯＴ）

企業・市場の業績変化 産業地図 ５年位の変化分析

製造現場の見学 企業力の観察・評価



活動記録を使った「一覧一望」 表作成

ワンストップ活動
・技術相談
・売り込み

成果発信
・技術発表
・展示会

企業調査

産業集積分析

分析

学内
研究１

Ａ企業
材料

想定製品
１

Ｂ企業
部品

Ｅ企業
システム

Ｄ企業
製品

Ｃ企業
部品

Ｆ企業
システム

小型
微量

◎

設計が弱い

◎

学内
研究２ 学外

ＣＡＥ研究

学内
研究３ 活動の見える化

企業調査の見える化の例

活動の重点化
研究の大型化
有力企業の探索
研究体制の充実
（点・線・面）
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・EXCEL ソート → 重みづけ、頻度
・ｐｐｔ 関係図 → 因果関係



検査・分析

学内ニーズ 医療における機能 シーズ

反応セル

計測セル

カラム

レーザ光源

多ｃｈファイバ光源

多ｃｈファイバ受光

動作制御ソフト

多チャネル光計測モジュール

回路技術

ＫＯ社

ＭＡ社

反応デバイス ＫＹ社

製品化

手術システム・機器・器具

●目の強化

●手の強化

半導体Ｘ社

浜フォト

Ｓ社

明るい腔内視野

明るい画像
ＭＲ対応ＣＣＤ

３Ｄ生体透視

軟性アクチュエータ

ＭＲ対応シース・ワイヤ

画像処理

動作制御ソフト

統合制御ソフト・ハード

Ｘ社

ＲＩ社

ＦＵ社
ＭＡ社

ロボット
ＳＨ社

ミシン業界
車載業界

【部品・モジュール】

ＮＩ社（装置）
ＮII社（サービス）

●タンパク質相互作用解析
●酸素濃度制御・計測

基礎と臨床融合

●エンドトキシン計測装置 光散乱計測（安定化）

多自由度ロボット

ＨＩ社

画像計測

●ナビゲーション

●生体計測

Ｓ社、Ｐ社

超微量用反応・分析セル

計測自動化

放射線被ばく防止次具

ＣＴ下手術安全化 穿刺自動化(IVRロボット）

生体適合有機材料（補助処置）

コイルワイヤー血管塞栓機能動脈瘤破裂防止治療

出血／炎症／誤嚥防止など 接着・ジェル・フィルムなど

研究を次世代化・独自化・テーマ大型化の例

ＴＯ社
ＴＯＹ社
ＳＡ化成

Ｙ社

Ｚ社

Ａ社

【部品】

【機器】 【医療機器】

【バイオ分析】

ＫＯ社

【機器】

ＭＡ社

Ｐ社
ＫＡ社
ＲＩ社

●エネルギーデバイス

基礎と基礎の連携

臨床と臨床の連携

内科
外科
産科
口腔

【医療器具】
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活動成果名 総合重要度 規格化重要度

事業化支援件数 0.183 7.8

関与した特許出願数 0.136 5.8

ニーズ・シーズマッチング 0.051 2.2

発表件数(自己） 0.021 0.9

シーズ説明会件数 0.073 3.1

シーズ・企業探索件数 0.197 8.4

展示会開催支援件数 0.042 1.8

教職員指導・啓発件数 0.250 10.7

地域機関連携促進件数 0.024 1.0

産学官連携イベント参加数 0.023 1.0

総合整合度 0.13

【プロセス指標＿中長期視点】

総
合
重
要
度

【成果指標＿中長期視点】

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

系列1

総
合
重
要
度

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

0.300

系列1

活動成果名
総合
重要度

規格化
重要度

業務の仕組み立案件数 0.261 15.0

製品化件数 0.128 7.4

共同研究・受託研究件数 0.120 6.9

外部資金獲得件数 0.110 6.3

ライセンス商談数 0.107 6.2

各種契約交渉件数 0.091 5.2

研究へ反映したシーズ(企業)件数 0.074 4.3

プロジェクトマネジメント支援件数 0.051 2.9

モノづくり技術・評価の企画件数 0.040 2.3

技術相談件数 0.017 1.0

総合整合度 0.00

中長期視点の戦略的活動の見える化例・・・関係図→ＡＨＰ法

実
績
値

⑬

⑨
⑦

①

⑮

⑧

⑭

⑦

①

④

実
績
値

⑬
⑪

④

① ①

⑪

③ ④

⑥
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開発対象の見える化例（システムの機能展開）

システムを俯瞰し、シーズとシーズの繋がり、成果の予測、不足技術を抽出する
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「研究の絵」と「事業の絵」を描き、技術移転を実現しましょう！

ご清聴
ありがとうございました。
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